
①事業番号

②事業名

③所管課

④事業内容

【第2期事業計画の量の見込み・確保方策】

⑤量の見込み □調査結果に基づく国算出方法を使用　　■国算出方法を使用しない　□その他

（単位：人数） 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

⑥量の見込み　※
（独自算出方法）

24,230 24,230 24,230 24,230 24,230

⑦確保方策
24,230

（1か所）
24,230

（1か所）
24,230

（1か所）
24,230

（1か所）
24,230

（1か所）

⑥※
「国の『量の見込み』の
考え方を使用しない」と
した場合の量の見込み
の算出方法

【実績】

（単位：人数） 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
令和元年度（見込

み）

⑧計画策定時及び
中間見直し時の
量の見込み

15,000 15,000 15,000 25,000 25,000

⑨確保方策の実績
25,173

（１か所）
24,610

（１か所）
23,867人
（1か所）

23,273人
（1か所）

25,000
（1か所）

【実績】

⑩確保数の実績の算出
方法

延べ利用児童数（設置箇所数）

堺市子ども・子育て支援事業計画　地域子ども・子育て支援事業

（４）

キッズサポートセンターさかい事業

　
　株式会社髙島屋・株式会社ボーネルンド・厚生労働省大阪労働局と締結した基本協定書に基づき、子
どもとその保護者等が「遊び」を出発点に集い、交流し、気軽に相談できる子育て支援の場を提供する
ことで、子育てに関する不安感や負担感を軽減するとともに、まちの賑わいづくりに資することを目的と
して、キッズサポートセンターさかいにおいて、以下の事業を行います。
　（１）子どもとその保護者等の集い・憩い・交流の場の提供
　（２）親子の室内遊び場「キドキド」（ボーネルンドが事業主体）
　（３）イベントスペースの運営（髙島屋が事業主体）
　（４）堺マザーズハローワークとの提連携
　同センター内に設置している「堺市つどい・交流のひろば」では、子どもの発達などの相談をはじめ、
子育て講座や子育て関連情報の提供などを行います。

【量の見込みの算出方法】

堺市つどい・交流のひろばを通年開設しているH27～30年度における延べ利用児童数の実績を基に算
出。
就学前人口は減少傾向にあるが、つどい・交流のひろばの利用は過去4年において一定水準を維持し
ており、今後も同水準を維持するものと想定。

子ども青少年局　子ども青少年育成部　子ども育成課


